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学校の基本方針
人間尊重の精神を基本として、生徒理解を深める努力をし、教師と生徒、生徒相互の暖かい人間関係を確立し、いじめを行なうことは「人間として許されることではない」という考えに基づき、いじめの問題解決に努める。

1． 一人一人の生徒理解をさらに深め、自己実現への指導を徹底する。

2． 生徒の能力・適性を伸張し、個々の知性・意志・道徳性・体力を養う指導体制を強化する。

3． 家庭・地域の実態把握に努め、さらに学校に対する理解を求め、協力体制を強化する。

教師として
いじめについて個々の教師の認識を深めることに努め、教師として、また学校として全力を尽くして問題の解決に向けて取り組み、さらに生徒に対してことの重大性を自覚させる。

1． いじめの問題に解決には、学年・生活指導部・学校という指導体制を強化し、全職員が一致協力して共通実践する。

2． 授業を中心に日常のあらゆる教育活動を通して、いじめの問題の早期発見に努め、指導の充実をはかる。

3． いじめについての校内研修を持ち、情報交換・指導内容・指導方法等について話し合い、指導力の向上に努める。

生徒への指導
「温かい人間関係を育てよう」を合い言葉に、いじめは人間として絶対に許されることではないということを基本に、生徒指導の徹底をはかる。

1． 「温かい人間関係を育てよう」という話を、計画的に朝会等で校長が話すようにする。

2． 学年・学級指導では道徳の時間を活用して、「友情」「思いやり」「他を認める」ことなど、具体的指導を通して道徳的心情や実践力を身につける指導をする。

3． 生徒一人一人が学校生活に充実感を持ち、個の能力・適性を十分に生かせるよう個人面談の機械を多く持ち、悩み不安等をの解決に力を入れる。

4． 具体的な問題があった場合は、まず具体的な行動をやめさせてから話し合いなどの指導に移るようにする。

